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知るを楽しむ
観るを培う
感じるを語らう

充分な現実性を持ったフィクション。
とにかくおもしろい（と私は思う）。
新型コロナウィルスのいま、私たちの身のまわりにも？

おもしろい小説を読むことが大切であり、この楽しみを身につけたい。文学を通して思考を広くし、日常への創造性を培おう。    
なにがおもしろいかは人それぞれ。自分はなにが楽しいのかを知り、他者の楽しみにも思いを馳せてみる。
たとえ短くとも感想を記し、他者の感想を知る。これが脳みそをやわらかくして、
思いがけない（ちょっとした）創造へとつながっていく。
とりあげた小説はこの目的に通うよう、そこそこに楽しく、狙いがある。
ポジティブに参加してください。

多彩で知的な大人の読書会

村社会の寓話
西村 京太郎『南神威島』

古典的な恋愛小説として、この作家の代表作を
知っておくのも一興。恋愛も変化するらしい。

脳味噌の遊びとしての小説の価値は？
ショートショート３作品、いずれも名作。

ショートショートのおもしろさ
フランク・ストックトン『女か虎か』
半村 良『箪笥』
和田 誠『おさる日記』

古典的な恋愛小説
三島 由紀夫『潮騒』

江戸川乱歩の一番の名作とする人は多い。
幻想小説として少し古いが、遠い時代の郷愁を
どう読むか。

幻想小説の名作
江戸川 乱歩『押絵と旅する男』

舞台は特殊だが、そこに生きる人たちは
私たち平凡な庶民だ。
生きる姿は小説の本道を示しているみたい。
平成25年第149回直木賞受賞作品。

現代の作家をたずねて
桜木 紫乃『ホテルローヤル』

二人の蘭学者の葛藤は、現代でも充分あって
悩みとなるところ。
あなたはどちらを是とするか。

人間の葛藤
菊池 寛『蘭学事始』

千年を貫いて恋愛は小説のテーマであった。
紫式部のうそに思いを馳せてみよう。
往事の和歌はなんであろうか。

自作を語って
阿刀田 高『めぐりあいて』14:00-17:00
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阿刀田高さんと語らう
【本当におもしろい小説】
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小説家 阿刀田 高  Takashi Athoda



2020年 10/24、11/21、12/19、
2021年 1/23、2/20、3/20、4/24
（すべて土曜日）

時　間

日　程

回　数

定　員 25名

開催形態 オンライン対応（詳細下記参照）

会　場

開 催 概 要

おすすめ
したい方

◎多彩な作品に出会い、小説や読書を
より楽しみたい方
◎文学の豊かさ、面白さに触れ、魅力を
堪能したい方

7回

丸の内キャンパス、オンライン（Zoom）

参加費 110,000円（税、小説・教材費込）

14:00-17:00（３時間）

講 師 プ ロ フ ィ ー ル

阿刀田 高（あとうだ たかし）
昭和10年（1935年）東京生まれ。早稲田大学文学部仏文科卒業後、
11年間、国立国会図書館に勤務。その後軽妙なコラムニストとして
活躍した後、短編小説を書き始め、昭和54年『来訪者』で日本推理
作家協会賞、短編集『ナポレオン狂』で直木賞を、平成7年『新トロイ
ア物語』で吉川英治文学賞をそれぞれ受賞。著書には『知っていま
すか』シリーズ、小説『闇彦』、『知的創造の作法』など多数。
2003年紫綬褒章、2009年旭日中綬章受章、2018年文化功労者顕
彰。日本ペンクラブ第15代会長、1995年から2013年まで直木賞選
考委員、2012年から2018年3月まで山梨県立図書館館長を勤め
た。

阿刀田さんが選んだ小説を、阿刀田さんと味わう
作家として900編を超える小説を書き続け、人生、人間、恐怖
やユーモアを綴るとともに、長きにわたり直木賞選考委員
や日本ペンクラブ会長を務めてこられた阿刀田さんならで
はの視点や洞察で、小説をじっくり味わいます。

知的で創造的、大人の読書会
自分では選ばなかった小説に出会い、味わう。小説を通じ
て語り合い、様々な人間を知り、人生を知る。小説を思いっ
きり楽しむ大人の読書会です。
「読書は大人の喜びだとわかりました」「今頃ですが本好き
になってきました。成長もしています」等の好評を受けての
開催です。

講座の開催方法およびキャンパスにお越しになる皆様へのお願い
新型コロナウィルスの感染拡大防止を目的として、下記いずれかの方法での開講を予定しております。お申し込みにあたっては、下記開催形態および
キャンパスへお越しになる際のお願いをご確認の上、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

キャンパスにお越しになる皆様へのお願い
・事前に体調を確認の上お越しください。発熱、咳などの症状、体
調不良、また過去 2週間以内に感染が引き続き拡大している国
や地域に訪問歴がある場合はご来場をお控えください。

・マスクの着用をお願いいたします。
・手洗いや備え付けの消毒液のご使用、咳エチケットのご協力を
お願いいたします。

会場の感染予防措置
・講師およびスタッフのマスク着用、手指消毒、体調管理の徹底
・教室共用部分の清掃、消毒（机、椅子背もたれ、ドアノブ等）
・アルコール消毒液と清浄綿の設置
・可能な限り間隔を開けた座席配置
・常時空調換気と適宜教室扉の開放換気
・喫煙ルームの閉鎖

お問い合わせ 東京都千代田区丸の内2-5-2 三菱ビル10階　株式会社慶應学術事業会
  TEL:03-5220-3111 　info@keiomcc.com

丸の内キャンパスのみ

丸の内キャンパスのみで開催し
ます。今後の状況によっては日
程の延期または開催を中止す
る場合があります。

オンライン対応

丸の内キャンパス、オンライン
（Zoom）いずれでも参加可能で
す。今後の状況によりオンライン
開催のみとなる場合があります。

オンラインのみ

今後の状況にかかわらず、オン
ライン（Zoom）のみで開催しま
す。丸の内キャンパスでの開催
はありません。

今後の状況によっては対応施策が変更となる場合もございます。ご理解とご協力のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。


